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結 果 の 概 要 

 

１ 学校（園）数，学級数，在学者数及び教員数（表１） 

○学校数を前年度と比較すると，小学校が３校，特別支援学校が１校，幼稚園が２園，専修学校

が１校それぞれ増加し，小学校が 13校，中学校が１校，高等学校が２校，幼稚園が４園，専修

学校が１校それぞれ減少した。中等教育学校，各種学校は同数である。 

○学級数を前年度と比較すると，中学校が７学級，特別支援学校で 27学級，幼稚園で９学級それ

ぞれ増加し，小学校が 41学級減少した。 

○在学者数を前年度と比較すると，高等学校（全日制・定時制）が 10人，特別支援学校が 84人

それぞれ増加し，小学校が 1,371人，中学校が 363人, 中等教育学校が 29人，幼稚園が 255人，

専修学校が 678人，各種学校が 82人それぞれ減少した。 

○教員数を前年度と比較すると，中学校が９人，特別支援学校が 87人，専修学校が６人，各種学

校が３人それぞれ増加し，小学校が 27人，高等学校（全日制・定時制）が 36人，中等教育学

校が８人，幼稚園が９人それぞれ減少した。 

 

 

表１ 学校（園）数，学級数，在学者数及び教員数 

（単位：校，学級，人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

409 419
△ 10

(増３＋減１３)
5,159 5,200 △ 41 121,076 122,447 △ 1,371 7,957 7,984 △ 27

215 216 △ 1 2,385 2,378 7 64,499 64,862 △ 363 4,930 4,921 9

91 93 △ 2 … … …

6 6 0 … … …

2 1 1 … … …

7 7 0 … … … 1,620 1,755 △ 135 290 288 2
1 1 0 … … … (1,586) (1,529) (57) (43) (36) (7)
2 2 0 17 17 0 1,024 1,053 △ 29 83 91 △ 8

24 23 1 623 596 27 2,558 2,474 84 1,532 1,445 87

280 282
△ 2

(増２＋減４)
1,424 1,415 9 33,017 33,272 △ 255 2,385 2,394 △ 9

65 65
0

(増１＋減１)
… … … 16,941 17,619 △ 678 1,010 1,004 6

22 22 0 … … … 1,712 1,794 △ 82 125 122 3
1,116 1,130 △ 14 9,608 9,606 2 302,409 305,093 △ 2,684 22,595 22,570 25

注1　…印は調査しない事項
注2　中等教育学校の学級数は，前期課程分のみ
注3　高等学校通信制の在学者数・教員数（独立・併置含む）については外数で，計には含めていない
注４　学校数の増減は，新設・廃止によるもの
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表２ 平成２６年度新設・廃止校の状況 

 

〔 新 設 〕

石巻市立湊第二小学校 石巻市立湊小学校へ統合

気仙沼市立落合小学校 気仙沼市立新城小学校へ統合

七ヶ宿町立七ヶ宿小学校 七ヶ宿町立関小学校

七ヶ宿町立湯原小学校

加美町立上多田川小学校 加美町立広原小学校へ統合

色麻町立色麻小学校 色麻町立色麻小学校

色麻町立清水小学校

大崎市立中山小学校 大崎市立鳴子小学校へ統合

栗原市立金成小学校 栗原市立沢辺小学校

栗原市立金成小学校

栗原市立萩野小学校

栗原市立萩野第二小学校

栗原市立津久毛小学校

中
学
校

南三陸町立戸倉中学校 南三陸町立志津川中学校へ統合

中
等

教
育

学
校

宮城県女川高等学校

気仙沼女子高等学校

仙台白百合学園高等学校
　　　　　　　　　　（通信制課程）

涌谷町立小里幼稚園 涌谷町立ののだけ幼稚園へ統合

色麻町立色麻幼稚園 色麻町立色麻幼稚園

色麻町立清水幼稚園

仙台めぐみ幼稚園（H25.8廃止）

第二たんぽぽ幼稚園

特
別

支
援

学
校 小松島支援学校

宮城理容美容専門学校

専門学校東北動物看護学院

各
種

学
校

高
等

学
校

専
修

学
校

幼
稚
園

色麻町立色麻幼稚園（H26新設）へ統合

〔 廃 止 〕

小
学
校

七ヶ宿町立七ヶ宿小学校（H26新設）へ統合

色麻町立色麻小学校（H26新設）へ統合

栗原市立金成小学校（H26新設）へ統合
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２ １学級あたりの児童・生徒数（図１－１ 図１－２） 

【小学校】 

 ○１学級あたりの児童数は 23.5人で前年度と同数である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 ○１学級あたりの生徒数は 27.0人で前年度より 0.3人減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ １学級あたりの児童数 

 

図１－２ １学級あたりの生徒数 
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３ 在学者の推移（図２） 

○昭和 23年度からの推移をみると，小学校児童数は昭和 34年度の 281,545人のピークから昭和

48年度まで減少した後，昭和 58年度まで増加傾向がみられた。その後昭和 59年度から再び減

少し，今年度の児童数 121,076人は調査以来過去最低となっている。 

○中学生徒数は昭和 37年度の 147,737人のピークから昭和 54年度まで減少した後，昭和 62年度

まで増加傾向がみられた。その後昭和 63年度から再び減少し，今年度の生徒数 64,499人は調

査以来過去最低となっている。 

○高等学校生徒数は平成３年度の 94,098人のピークから 22年連続で減少していたが，今年度は

61,582人と 23年ぶりに増加した。 

○幼稚園児数は昭和 58年度の 45,262人のピークから昭和 61年度まで減少した後，昭和 63年度

まで増加した。その後，平成 12年度を除き平成 23年度まで減少傾向が続き，平成 24年度，平

成 25年度と２年連続で増加したが，今年度は 33,017人と３年ぶりに減少した。 

 

 

図２ 学校種別在学者の推移（昭和２３年度～平成２６年度）
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４ 長期欠席者数（表３） 

【小学校】（図３－１） 

 ○長期欠席者数（前年度間に 30日以上欠席した人数）は 1,105人で，前年度より 43人減少し

た。 

  ○理由別内訳の構成比をみると，不登校が最も多く 44.3％(490人)，次いで病気 41.8％(462人)，

その他 13.8％(153人)となっている。 

 ○全児童数（平成 25年度 122,447人）からみると，長期欠席者は 110.8人に１人（病気は 265

人に１人，不登校は 249.9人に１人）の割合となっている。 

 

【中学校（中等教育学校〔前期課程〕含む）】（図３－２） 

○長期欠席者数（前年度間に 30日以上欠席した人数）は 2,549人で，前年度より 18人増加し

た。 

  ○理由別内訳の構成比をみると，不登校が最も多く 81.1％(2,070人)，次いで病気 12.1％(308

人)，その他 6.7％(171人)となっている。 

 ○全生徒数（平成 25年度 65,401人・中等教育学校〔前期課程〕含む）からみると，長期欠席

者は 25.7に１人，（病気は 212.3人に１人，不登校は 31.6人に１人）の割合となっている。 

 

 

表３ 理 由 別 長 期 欠 席 者 数 
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図３－１ 小学校の理由別長期欠席者数（年度間３０日以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ 中学校（中等教育学校〔前期課程〕含む）の理由別長期欠席者数（年度間３０日以上） 
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５ 卒業後の状況 

 【中学校】（表４－１ 図４－１－１ 図４－１－２） 

 ○平成 26年３月の卒業者総数は 21,852人で，男子 11,192人，女子 10,660人となっている。  

   前年度と比較すると，総数で 247人増加している。内訳としては，男子が 67人，女子が 180

人ともに増加している。 

○高等学校等への進学者は 21,640人で，前年度より 239人増加している。 

○進学率は 99.0％で，前年度より 0.1ポイント低下している。全国平均(98.4％)と比較すると，

0.6ポイント上回っている。 

○男女別にみると，男子が 98.7％，女子が 99.4％で，ともに前年度と同値となっている。 

○就職者総数は 48人で，前年度より 9人増加している。 

○就職率は 0.2％で前年度と同値である。全国平均(0.4％)と比較すると，0.2ポイント下回っ

ている。 

○男女別では，男子が 0.3％で前年度と同値，女子が 0.1％で前年度より 0.1ポイント増加して

いる。 

 

表４－１ 中学生の進学率及び就職率 
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 【高等学校】（表４－２ 図４－２－１ 図４－２－２） 

  ○卒業者総数は 19,657人で，男子 9,918人，女子 9,739人となっている。前年度と比較すると，

総数で 597人減少している。内訳としては，男子が 263人，女子が 334人それぞれ減少して

いる。 

  ○大学等への進学者は 9,499人で，前年度より 219人（2.3％）減少している。 

○進学率は 48.3％で，前年度より 0.3ポイント上昇し，調査以来過去最高となっている。全国

平均（53.8％）と比較すると，5.5ポイント下回っている。 

  ○男女別では，男子が 47.1％で前年度より 0.5ポイント，女子が 49.5％で 0.2ポイントともに

上昇している。 

  ○就職者総数は 4,727人で，前年度より 11人（0.2％）増加している。 

○就職率は 24.0％で前年度より 0.7ポイント上昇している。全国平均（17.5％）と比較すると，

6.5ポイント上回っている。 

男女別では，男子が 27.4％で前年度より 1.0ポイント，女子が 20.7％で 0.6ポイントともに

上昇している。  

 

表４－２ 高校生の進学率及就職率 
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課長報告（２）補助資料

不登校児童生徒の現状について

１ 平成２５年度における本県小・中学校の不登校の現状

（１）本県の不登校児童生徒数は，小学校が４９０人(前年度比３５人の増加)，中学校が

２，０７０人(前年度比１４人の増加)である。

（２）本県の不登校児童生徒の在籍者に占める割合(出現率)は，小学校が０．４０％(前

年度比０．０３ポイントの増加)，中学校３．１７％(前年度比０．０３ポイントの

増加)である。

■ 表１ 不登校児童生徒数・出現率

【小学校】 【中学校】 【小学校＋中学校 】

年 不登校児 出現率（％） 全国 年 不登校生 出現率（％） 全国 年 不登校児童 出現率（％） 全国

度 童数(人) 県 国 全国比 順位 度 徒数(人) 県 国 全国比 順位 度 生徒数(人) 県 国 全国比 順位

18 417 0.31 0.33 －0.02 28 18 2,097 3.07 2.86 ＋0.21 12 18 2,514 1.25 1.18 ＋0.07 14

19 450 0.34 0.34 ±0.00 20 19 2,203 3.24 2.91 ＋0.33 8 19 2,653 1.33 1.20 ＋0.13 12

20 439 0.34 0.32 ＋0.02 18 20 2,123 3.17 2.89 ＋0.28 7 20 2,562 1.30 1.18 ＋0.12 9

21 400 0.31 0.32 －0.01 23 21 2,022 3.02 2.77 ＋0.25 5 21 2,422 1.23 1.15 ＋0.08 12

22 417 0.32 0.32 ±0.00 20 22 1,991 3.04 2.73 ＋0.31 9 22 2,408 1.24 1.13 ＋0.11 10

23 431 0.34 0.33 ＋0.01 17 23 1,914 2.92 2.64 ＋0.28 7 23 2,345 1.23 1.12 ＋0.11 10

24 455 0.37 0.31 ＋0.06 11 24 2,056 3.14 2.56 ＋0.58 1 24 2,511 1.35 1.09 ＋0.26 1

25 490 0.40 0.36 ＋0.04 16 25 2,070 3.17 2.69 ＋0.48 1 25 2,560 1.36 1.17 ＋0.19 6

※不登校： 何らかの心理的，情緒的，身体的，あるいは社会的要因・背景により，児童生徒が登校しな
い，あるいは登校したくてもできない状況にあること。ただし，病気や経済的理由によるも
のを除く。

【参考】全国の小・中学校における不登校の現状 【平成26年度（H25年度分）学校基本調査速報】

○ 全国の不登校児童生徒数は，小学校が24,175人(前年度比3,000人の増加)，中学校が95,442人(前年度比

4,180人の増加）である。

○ 全国の不登校児童生徒の在籍者に占める割合（出現率）は，小学校が0.36％（前年度比0.05ﾎﾟｲﾝﾄの増

加），中学校が2.69％（前年度比0.13ﾎﾟｲﾝﾄの減少）である。

不登校児童生徒数 出現率

Ｈ24 Ｈ25 増減 Ｈ24 Ｈ25 増減

小学校 21,175人 24,175人 +3,000人 0.31 0.36 +0.05

中学校 91,262人 95,442人 +4,180人 2.56 2.69 +0.13
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２ 平成２５年度の不登校対策

県教育委員会においては，昨年度中学校の不登校出現率が全国最下位になったことを

踏まえ，以下の対策を行ってきた。

（１）スクールカウンセラーの配置日数について，小学校では前年度比約１．４倍の

約４，３００日，中学校では約２００日多く拡充を図った。

■ 表２ スクールカウンセラーの拡充

年度 小学校 中学校 緊急派遣（県外） 計

25 4,351日 5,555日 645日 10,571日

24 3,196日 5,358日 563日 9,117日

※平成25年度の津波被災12市町への配置日数については，合計5,689日で全体の50％超である。

（２）スクールソーシャルワーカーの活用については，１５市町に対し，前年度より７

人多いのべ２７人を配置した。

■ 表３ スクールソーシャルワーカーの拡充

年度 SSW人数 SSW活用市町村 資格者等

25 27人 15市町（角田市1，大河原市1，柴田町1，塩竈市3，名取市1，岩沼市1，多賀城 社会福祉士・精神

市1，大和町1，大崎市2，栗原市1，石巻市5，女川町3，登米市1，気仙沼市1， 保健福祉士等13名

南三陸町4）

24 20人 13市町(角田市1，柴田町1，塩竈市2，岩沼市1，多賀城市1，大和町1，大崎市2， 社会福祉士・精神

涌谷町1, 栗原市1，石巻市4，女川町2，登米市2，気仙沼市1） 保健福祉士等13名

23 15人 13市町（角田市1，柴田町1，塩竈市1，岩沼市1，多賀城市1，大和町1，大崎市1， 社会福祉士・精神

涌谷町1，栗原市1，石巻市3，女川町1，登米市1，気仙沼市1） 保健福祉士等８名

（３）震災に係る教員加配については，前年度と同数の２１６人を沿岸部の学校に重点的

に配置した。（東部教育事務所管内76人，南三陸教育事務所管内40人，仙台教育事務

所管内45人）

■ 表４ 震災に係る教員加配

年度 小学校 中学校 特別支援学校 合 計

25 134人 78人 4人 216人

24 146人 66人 4人 216人

３ 県教委の取組

不登校の問題は，震災以前から大きな課題の一つであったが，震災を経て，出現率

の増加傾向が加速したことを踏まえ，これまで以上に関係部局や市町村教育委員会と

連携して対策を講じていく。

（１）各市町村における不登校児童生徒の状況とその対策について分析し，その結果を

市町村教育委員会や教育事務所と共有して，さらにきめ細かな対応に努める。

（２）不登校の初期対応や別室登校の学習支援のため，不登校児童生徒の多い学校に生

徒指導支援員や訪問指導員等を配置する。

（３）不登校の未然防止や初期対応を分かりやすく示したリーフレットを作成し，新た

な不登校を生まない学校・学級づくりを進めるための研修会を実施する。

（４）不登校児童生徒やその家族をケアし，登校を促していくために，保健福祉機関等

との連携を一層密にするための支援体制を提示し，実践化を促す。
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高校教育改革の成果等に関する検証 

「男女共学化」及び「全県一学区化」に関する答申について 

 

１ 検証の目的 

高校教育改革の成果等に関する検証は，高校教育改革を着実に推進し，その実効性を確

保していくために，高校教育改革の各種施策・取組の進捗状況や成果・課題について，客

観的かつ専門的な見地から検証し，その結果を中長期的な計画の立案に反映させる。 

併せて，検証のプロセスと結果を適時・的確に県民に情報提供し，高校教育改革につい

ての県民への説明責任を向上させていくことを目指す。 

 

２ 検証の実施主体 

県立高等学校将来構想審議会 

（外部有識者等１５名により構成。内，７名を検証の実務を担当する部会委員とする。） 

※県立高等学校将来構想審議会内に高校教育改革検証部会を設置し，部会は必要なデータの特定，分析な

どの検証の実務を担当する。審議会は，部会の報告を受けて検証結果（教育委員会への答申）を取りま

とめる。 

 

３ 審議経過 

○ 平成２３年１２月から，第２期県立高等学校将来構想審議会で検証作業に着手。 

○ 第２期県立高等学校将来構想審議会の任期満了となる平成２４年７月末に，審議経過

を「中間とりまとめ」として整理し，検証作業を次期審議会へ引き継ぐこととした。 

○ 平成２４年９月の県教育委員会の諮問を受けて，第３期県立高等学校将来構想審議会

では，引き続き検証作業を進めてきた。 

○ 審議会４回，部会７回の審議を経て平成２６年７月に県教育委員会に答申がなされた。 

 

４ 答申の構成 

第１章 高校教育改革の成果等に関する検証 

…高校教育改革の成果等の検証に関する概要について 

第２章 「男女共学化」及び「全県一学区化」の施策の概要 

…施策の実施に至る経緯，実施状況，教育委員会の取組等について 

第３章 「男女共学化」及び「全県一学区化」に関する検証の実施方法 

…検証の方針や進め方等について 

第４章 「男女共学化」及び「全県一学区化」に関する検証 

…評価指標の検討や現状把握の状況について 

 第５章 宮城県の高校教育のさらなる充実に向けて 

  …宮城県の高校教育のさらなる充実に向けた今後の方向性等について 

 

５ 今後の対応 

本県高校教育のさらなる充実に向けた施策・事業を検討し，毎年度の予算編成や平成 27

年度に公表予定の新県立高校将来構想第３次実施計画に反映させる。 

課長報告（３） 
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高校教育改革の成果等に関する検証 
「男女共学化」及び「全県一学区化」について（答申）概要版 

 

 
（１） 男女共学化 

① 決定の理由 

・高校生という多感な時期に，男女が共に学び，理解し，成長し合う場を日常的に設けることが教

育環境として望ましい。 

・社会の在り方の反映である学校においては，男女が共に学ぶ方が自然。 

・県民の負担で設置されている県立高校では，性差による入学制限を設けることは好ましくない。 

② 実施状況 

平成 17年度から順次進められ，平成 22年度には全県立高校が共学化校へと移行した。 

                         （※男女共学化の実施状況については，次頁参照） 

（２）全県一学区化 

① 決定の理由 

・生徒の学校選択の自由が確保され，学校の活性化が期待されるなど，通学区域の撤廃によっても

たらされる効果が大きい。 

・特定の地区・学校への志願者の集中や学校間格差の助長などの懸念事項については，しっかりと

した対策を取り組むことによって回避することが十分に可能。 

② 実施状況 

平成 22年度の入学者選抜から全県一学区となった。 
  

 

 

○ 検証の進め方 

① 

評価指標の検討 

 

→ 

② 

現状の把握 

 

→ 

③ 

成果の把握 

課題の抽出 

→ 

④ 

課題解決の方向性の検討 

 
  

 

 
「男女共学化」及び「全県一学区化」の実施に伴う現状を把握するため，はじめに数値によ

るデータ分析を行い，数値だけでは測定できない部分については，ヒアリング調査やアンケー

ト調査等を実施し分析を行った。 

 

（１）男女共学化に関する現状の把握 

○ 男女比を見ると，全体としては，共学化は緩やかに進行していると言える。一方で「女子校から

の共学化校」において男子生徒の数が伸び悩んでいる状況も見られたが，それはその学校の特色と

把握することもでき，全ての学校で一律に男女比が同等になる必要は必ずしもない。 

○ 性別にかかわらず，一人ひとりの個性や進路希望が多様化している中で，学校もそれに対応し，

教科指導をはじめとしたきめ細かな指導により特色ある学校づくりを進めているほか，学校行事等

においては，男女共学化前の特長を生かしつつ，新しい伝統づくりに取り組んでいると言える。 

○ 学校行事等で男女が協力しながら行われているなど，学校生活において男女が共に学び，理解し，

成長し合う場が設けられている。 

 

（２）全県一学区化に関する現状の把握 

○ 現段階では，特定の地区・学校への志願の集中は見られないが，全県一学区化前と比較して，一

定程度，地区間の流動化が進んでおり，学校の選択幅が拡大したと言える。 

○ 特定の地区・学校への志願者の集中や生徒の流出に伴う学力低下は，現時点では見られない。 
  

３ 「男女共学化」及び「全県一学区化」に関する検証 

１ 「男女共学化」及び「全県一学区化」の施策の概要 

２ 「男女共学化」及び「全県一学区化」に関する検証の実施方法 
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データ分析や現地調査の結果，個々の学校では引き続き学校運営上留意する点はあるもの

の，全体としては概ね安定した教育活動が行われており，大きな弊害や課題は生じていない。 

その上で，現段階における現状に基づき，今後の宮城県の高校教育のさらなる充実に向けた

方向性をまとめた。 

 

 

（１）「男女共学化」について 

① 男女比について 

○ 生徒の男女比については，その学校の特色と把握することもでき，全ての学校で一律に男女比

が同等になる必要は必ずしもない。ただし，男女比等の影響により生徒が伸び伸びと高校生活を

送るのに支障が出るような場合には，各学校及び教育委員会において個別にその要因等を分析

し，対応策を講じる必要がある。 

② 教育環境の充実 

○ 男子校と女子校の統合により，両校の校地・校舎を使用している学校では，移動等の負担が大

きく，教育委員会においては，負担軽減に繋がる対応が求められる。 

○ 各学校においては，既存の施設においても，生徒と学校がアイディアを出し，話し合いながら

部活等の在り方や施設の有効な活用について考えていくことが必要。 

 

（２）「全県一学区化」について 

① 地域における高校教育の質の確保 

○ 選択肢の拡大と同時に学校ごとの特色づくりが重要であり，少子化が進行する中で，学校規模

の縮小などが懸念されるが，県内のどの地域においても生徒が確かな学力を身に付け進路希望を

達成できるような施策の展開と指導の充実が必要。 

② 継続的なデータの収集・分析 

○ 教育委員会においては，少子化や東日本大震災の影響も考慮した上で，全県一学区化に当たっ

て懸念された事項が生じていないか等について継続して点検していくことが必要。 

 

（３）高校教育の充実に向けて 

① 学校の特色づくりと情報発信の充実 

○ 学校の特色づくりに当たって，各学校においては生徒が伸び伸びと充実した学校生活を送れる

ような学校経営を一層進めていくこと。また，入学する生徒層や震災からの復興を目指す県内各

地域における学校の役割に応じた指導や取組が求められる。さらに，そのような取組について，

的確な情報発信も必要。 

② 県立高校将来構想が目指す人づくりに向けた連携の充実 

○ 県立高校将来構想が目指す人づくりを充実させるためには，学校と教育委員会の連携はもとよ

り，校種間，あるいは，地域社会や産業界などと連携することが必要。 

③ 継続的な検証システムの構築 

○ 教育委員会においては，今後も継続的に現状の把握を行うことが重要であり，的確な検証を実

施するためにも，収集するデータについても点検・改善を行うことが必要。 
 
 

 
※参考 男女共学化の実施状況                        （凡例）■旧男子校，□旧女子校 

区分 統合共学化 単独校の共学化 中高一貫校への再編に伴う共学化 

平成１７年度 
■角田・□角田女子 
■築館・□築館女子 
■気仙沼・□鼎が浦 

■古川 □古川女子 

平成１８年度 
 

■石巻 
□石巻女子 
■石巻商業 

 

平成１９年度 
 

■仙台第二 
 

平成２０年度 
 

□第一女子 
 

平成２１年度 
 

■仙台第三 
 

平成２２年度 
■白石・□白石女子 

■塩釜・□塩釜女子 

■仙台第一 

□第三女子 
□第二女子 

 

４ 宮城県の高校教育のさらなる充実に向けて 
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平成２６年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について 

１ 目  的    

  学力検査の結果を分析・考察することにより，入学者選抜及び中学校，高等学校における学習

指導の改善に資する。 
（１） 検査問題の妥当性を検討し，今後の問題作成に役立てる。 

（２） 受験者の学習成果の実態を明らかにし，県下中学校の学習指導上の留意点を考察する。 

２ 学力検査 

・前期選抜・・・国語，数学，英語の３教科 

・後期選抜・・・国語，社会，数学，理科，英語の５教科 

３ 受験状況                         

 全日制（人） 定時制（人） 計（人） 

前期選抜（連携型選抜を含む) ７，６２８ １２３ ７，７５１ 

後期選抜 １３，６１０ ３３２ １３，９４２ 

４ 分析方法 

全日制課程の受験者のうち，前期選抜では，２５校２００人，後期選抜では，５０校４００人

の答案を抽出し，教科ごと，小問ごとにその状況を分析考察した。 

５ 分析結果 

（１） 得点分布 

① 前期選抜・・・冊子 １ページ 

② 後期選抜・・・冊子 ２１～２２ページ 

（２） 各教科の概況 

【前期選抜】 

国語 

平均点 69.9点 

 言語事項は高い正答率だが，文章の大意を読み取る力，目的に応

じて表現する力に課題 

数学 

平均点 56.3点 

 筋道を立て論理的に考察する力，複数の知識を関連付け思考する

力に課題 

英語 

平均点 62.5点 

 会話表現で使われる言語材料についての発音と綴りの関係，まと

まりのある文章の大切な部分をとらえて的確に読み取る力に課題 

       【後期選抜】 

国語 

平均点 63.2点 

 記述問題に取り組む姿勢，文書の構造や展開への理解，他者に伝

えるための表現力に課題 

社会 

平均点 55.5点 

 資料から必要な情報を判断して読み取り，既習事項を関連付けて

思考し，表現する力に課題 

数学 

平均点 53.3点 
具体的な事象を数学化して論理的に考察し，処理する力に課題 

理科 

平均点 57.2点 
 技能の習得や，知識を活用して考察し表現する力に課題 

英語 

平均点 52.6点 
 主語と動詞の結び付きを正しくとらえて英文を読み取る力に課題 

 

課長報告（４） 
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６　前期選抜学力検査における、観点別‐成績層別正答率

【国語】　知識・理解等 【国語】　その他の観点

【数学】　知識・理解等 【数学】　その他の観点

【英語】　知識・理解等 【英語】　その他の観点

＜ポイント＞
 ・知識・理解等を問う問題については、前年度との比較では、各階層とも正答率が伸びており、中学校段
　階における基本的な知識・理解は定着している。
 ・数学では、各階層ともに、「その他の観点」の正答率が、全体的に低い水準にあり、基礎的・基本的な知
　識及び技能については概ね習得できているものの，思考力・表現力等の応用力の定着に課題がある。
 ・英語では、「知識・理解」「その他の観点」ともに、上位層と下位層の正答率の開きが大きくなっている。
  特に下位層では、「知識・理解」等の基礎基本を問う問題の正答率が５０％程度にとどまっている。
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第８５６回 宮城県教育委員会定例会

課長報告（４）

「平成２６年度 公立高等学校入学者選抜学力

検査の分析結果」の別冊資料については，

著作権に関わる内容が含まれているため，イン

ターネット上での公開は行っておりません。

別冊資料を御覧になりたい方は，

宮城県庁 地下１階 県政情報センター

（宮城県仙台市青葉区本町３－８－１）

または，

県合同庁舎内 地方県政情報コーナー

にて閲覧することができます。



 

 

「全国生涯学習ネットワークフォーラム２０１４宮城大会」について 

 

１ 全国生涯学習ネットワークフォーラムについて（開催趣旨） 

  平成２３年度から文部科学省が実施する事業で，地域づくりや社会づくりを進める上で 

多くの地域が抱えている課題の解決に向け，行政や教育機関，ＮＰＯ等の民間団体などが 

一堂に会し，これらの多様な主体が協働した地域づくりや社会づくりについての研究協議 

等を行い，その成果を全国に発信するものである。 

また，フォーラム終了後も継続的な取組が推進されるよう，様々な分野にまたがる関係 

者間のネットワークづくりを目指すものである。 

   なお，平成２７年度までは，東日本大震災からの復旧・復興や，被災地域のコミュニテ 

ィ再生に向けた課題解決のための取組について研究協議を行い，その成果を全国に発信す 

ることとしている。  

  （参考）平成２５年度開催地：岩手県 

 

２ 宮城大会について 

（１）主催  

全国生涯学習ネットワークフォーラム２０１４宮城大会実行委員会（平成２６年４月設置） 

  ※ 会長 東北学院大学教養学部教授 水谷 修氏 

（２）基本コンセプト 

○ 地域課題の解決に向けた全国の先進事例を学ぶ場とする。 

○ 震災から得た学びと気づきを生涯学習に携わる関係者と共有する場とする。 

○ 生涯学習関係者による活動の広がりや活動の継続に役立つネットワークづくりを 

促す場とする。 

 

（３）主な実施内容（予定） 

① プレフォーラム 

○ 開催時期：平成２６年１０月３０日（木） 

○ 会  場：石巻市「遊楽館」 

○ 対 象 者：主に宮城県内で生涯学習を通じた地域づくりなどに関わるＮＰＯや関

係団体，行政等の関係者 

   ○ 内  容：パネルディスカッションによる活動事例紹介，グループワーク，ポス

ターセッション等 

   ○ 参加者数：２００人 

 

② メインフォーラム  

   ○ 開催時期：平成２６年１１月１８日（火）～１１月２０日（木） 

○ 会  場：仙台市｢日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター）｣ほか 

○ 対 象 者：全国の行政関係者，学校・社会教育関係者，NPO・関係団体,学生等 

   ○ 内  容：パネルディスカッションによる活動事例紹介，グループワーク，全体

会，沿岸地域における交流・調査等  

   ○ 参加者数：４００人 

 

（４）実施体制 

○ 実 行 委 員 会：フォーラムの実施計画を審議・決定し，事後評価を行う。 

○ 企画実施委員会：実施計画に基づきフォーラムの企画・実施を行う。 

○ 実行委員会事務局：宮城県教育庁生涯学習課に置く。 

課長報告（５） 
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観
光
関
連
業
界
と
連
携
し
た
校
外
実
習
を
展
開

 

松
島
高
等
学
校
が
，
仙
台
市
内
の
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
や
県
内
各
地
の
温
泉
宿
泊
施
設
等
の
ほ
か
，
地
元
松
島

町
周
辺
の
お
土
産
店
や
飲
食
店
と
連
携
し
て
，
様
々
な
業
務
や
お
客
様
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
体
験
を
と

お
し
て
学
ぶ
校
外
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

 

  
 
【
概
 
要
】

 

 
 
 
①
 
普
通
科
観
光
類
型
（
２
学
年
４
０
名
）

 

 
 
 
 
 
日
 
時
 
平
成
２
６
年
６
月
２
６
日
（
木
），

７
月
１
７
日
（
木
）
～
７
月
３
１
日
（
木
）

 

 
 
 
 
 
場
 
所
 
仙
台
市
内
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
１
１
社
（
６
月
２
６
日
（
木
）
１
日
の
み
）

 

県
内
温
泉
宿
泊
施
設
等
１
７
ヵ
所
（
７
月
１
７
日
（
木
）
～
７
月
３
１
日
（
木
））

 

（
松
島
，
南
三
陸
町
，
鳴
子
，
秋
保
，
遠
刈
田
）

 

 
 
 
 
 
内
 
容
 
宿
泊
施
設
等
で
働
く
基
礎
的
な
知
識
と
技
能
と
し
て
，
業
務
の
心
構
え
や
ベ
ッ
ト
メ
ー
キ
ン
グ
等
の
事
前

 

学
習
を
仙
台
市
内
の
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
で
行
い
，
県
内
の
温
泉
宿
泊
施
設
で
は
約
２
週
間
の
実
習
に
取
組
む
。 

 ②
 
観
光
科
（
１
学
年
８
０
名
）

 

 
 
 
日
 
時
 
平
成
２
６
年
７
月
１
７
日
（
木
）
～
７
月
３
１
日
（
木
）

 

場
 
所
 
松
島
町
内
の
お
土
産
店
，
飲
食
店

 
２
１
ヵ
所

 

 
 
 
 
 
内
 
容
 
地
元
の
土
産
物
店
や
飲
食
店
で
の
販
売
業
務
を
体
験
す
る
。

 

   

（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

資
料
配
付
（
１
）
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-
 

N
O

. 
概
 
 
 
要

 

２
 

 ○
県
内
小
中
学
生
の
編
成
チ
ー
ム
が
日
本
代
表
と
し
て
第
７
回
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場

 

日
本
代
表
と
し
て
第
７
回
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
県
内
の
小
中
学
生
編
成
チ
ー
ム

の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
１
７
日
（
木
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
７
回
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
野
球
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
７
月
２
８
日
（
月
）
～
８
月
５
日
（
火
）

 

開
催
地
 
プ
エ
ル
ト
ル
コ
 
ア
ヨ
ロ
市

 

結
 
果
 
予
選
リ
ー
グ
敗
退
（
２
勝
２
敗
）

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

３
 

 ○
宮
城
水
産
高
×
三
養
水
産
（
＋
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
）
×
有
名
シ
ェ
フ
に
よ
る
地
域
資
源
価
値
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

石
巻
を
訪
れ
た
著
名
料
理
人
に
対
し
て
，
宮
城
水
産
高
校
生
徒
が
試
作
中
の
商
品
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
（
試

食
を
含
む
）
し
、
プ
ロ
目
線
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
授
業
を
実
施
し
た
。

 

【
概
 
要
】

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
７
月
２
２
日
（
火
）

 
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
（
２
，
３
校
時
）

 

場
 
所
 
宮
城
水
産
高
校
 
大
会
議
室

 

対
 
象
 
食
品
科
学
類
型
３
年
（
１
８
名
）
お
よ
び
２
年
（
１
９
名
）

 

来
校
者
 
地
元
企
業
：
(株

)三
養
水
産
 常

務
取
締
役
 辻

 尚
広
 氏

（
宮
城
水
産
校
Ｏ
Ｂ
）
 

連
携
企
業
：
(株

)リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
 ２

名
 

シ
ェ
フ
 
①
濱
崎
泰
輔
 氏

 （
銀
座
 I
SO
LA
bl
u 
チ
ー
フ
シ
ェ
フ
）
 

②
山
下
春
幸
 氏

 （
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
 H
AL
 Y
AM
AS
HI
TA
 
オ
ー
ナ
ー
）
 

③
山
田
チ
カ
ラ
氏
 （

麻
布
十
番
 ヤ

マ
ダ
チ
カ
ラ
 オ

ー
ナ
ー
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）
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４
 

 ○
宮
城
県
迫
桜
高
等
学
校
合
唱
部
が
「
杜
の
都
信
用
金
庫

 
県
民
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
演

 

「
第
２
９
７
回

 
杜
の
都
信
用
金
庫

 
県
民
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
迫
桜
高
等
学
校
合
唱
部
の
生
徒
１
４
名

が
N

H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
お
な
じ
み
の
「
潮
騒
の
メ
モ
リ
ー
」
な
ど
６
曲
の
歌
声
を
披
露

し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
「
花
は
咲
く
」
を
歌
い
，
歓
声
に
応
え
た
。

 

 【
概
 
要
】

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
７
月
２
３
日
（
水
）

 

場
 
所
 
県
庁
１
階
の
県
民
ロ
ビ
ー

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
生
涯
学
習
課
）

 

５
 

 ○
「
連
坊
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
」（

仙
台
市
）
が
第
３
０
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
記
念
大
会
に
出
場
 

第
３
０
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
記
念
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
「
連
坊
ジ

ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
」（

仙
台
市
）
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
２
５
日
（
金
）

に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

 【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
３
０
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
記
念
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
１
日
（
金
）
～
４
日
（
月
）

 

会
 
場
 
京
都
府
長
岡
京
市
西
山
公
園
体
育
館

 

結
 
果
 
予
選
リ
ー
グ
敗
退
（
１
勝

1
敗
）

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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６
 

 ○
「
利
府
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
」
が
第
９
６
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
 

第
９
６
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
初
出
場
す
る
「
利
府
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
」
の
選
手
及
び

関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
２
９
日
（
火
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
９
６
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
９
日
（
土
）
か
ら
１
５
日
間

 

会
 
場
 
阪
神
甲
子
園
球
場

 

出
場
校
 
４
９
校
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

７
 

 ○
「
仙
台
北
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
」（
仙
台
市
）
が
第
４
２
回
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場
 

第
４
２
回
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
日
本
選
手
権
大
会
に
東
北
代
表
と
し
て
出
場
す
る
「
仙
台
北
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
」（

仙

台
市
）
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
３
０
日
（
水
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
４
２
回
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
２
日
（
土
）
～
６
日
（
水
）

 

会
 
場
 
明
治
神
宮
野
球
場
 
ほ
か

 

結
 
果
 
２
回
戦
敗
退
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

８
 

 ○
未
来
（
あ
し
た
）
へ
の
道
１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
縦
断
リ
レ
ー
２
０
１
４
が
開
催

 

青
森
か
ら
東
京
ま
で
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
自
転
車
で
つ
な
ぐ
「
未
来
（
あ
し
た
）

へ
の
道
１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
縦
断
リ
レ
ー
２
０
１
４
」
の
中
継
地
点
ス
タ
ー
ト
式
が
，
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
男
子
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
加
藤
条
治
さ
ん
と
み
や
ぎ
絆
大
使
の
朝
海
ひ
か
る
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
，
７
月
３
１
日
（
木
）
に
県
庁
前
で
行
わ
れ
た
。

※
な
お
，
前
日
に
は
ゴ
ー
ル
式
も
開
催
さ
れ
た
。

 

【
開
催
日
程
】
 
７
月
２
４
日
（
木
）
～
８
月
７
日
（
木
）
ま
で
の
全
１
５
日
間
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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要

 

９
 

 ○
平
成
２
６
年
度
み
や
ぎ
中
学
生
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
 

い
じ
め
に
つ
い
て
，
学
校
の
枠
を
超
え
て
中
学
生
同
士
が
本
音
で
話
し
合
い
，
生
徒
一
人
一
人
が
「
い
じ
め

は
人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
」
を
認
識
し
，
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
，
３
４
市

町
村
の
中
学
校
か
ら
代
表
生
徒
を
集
め
，「

み
や
ぎ
中
学
生
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。 

【
概
 
要
】

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
７
月
３
１
日
（
木
）

 

会
 
場
 
県
庁
２
階
講
堂

 

参
加
者
 
県
内
公
立
中
学
校
生
徒
１
１
０
名
（
５
５
校
），

引
率
教
員
５
５
名

 

講
 
師
 
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

 
A

L
L
東
北
教
育
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
 

日
 
程
 
①
み
や
ぎ
中
学
生
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
【
生
徒
対
象
】
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１

 
「
い
じ
め
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
」
（
い
じ
め
と
は
，
ど
ん
な
も
の
か
）
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２

 
「
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
（
ど
う
し
て
い
じ
め
は
起
き
る
の
か
）
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３

 
「
い
じ
め
根
絶
の
た
め
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
」
（
自
分
た
ち
に
は
，
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
）
 

 
 
 
 
 
 
 
②
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
【
教
員
対
象
】

 

 
 
 
 
 
 
 
 
話
合
い
「
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
事
後
活
動
に
係
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
担
当
：
義
務
教
育
課
）

 

１
０

 

 ○
学
童
軟
式
野
球
「
い
そ
山
バ
ッ
ド
ボ
ー
イ
ズ
」
が
高
円
宮
賜
杯
第
３
４
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
 

高
円
宮
賜
杯
第
３
４
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
「
い
そ
山
バ
ッ
ド
ボ

ー
イ
ズ
」（

塩
竈
市
）
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
３
１
日
（
木
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
高
円
宮
賜
杯
第
３
４
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
 
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
８
日
（
金
）
～
１
４
日
（
木
）

 

主
 
催
 
（
公
財
）
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟

 

会
 
場
 
明
治
神
宮
野
球
場
 
ほ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
） 
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１
１

 

 ○
工
業
系
高
校
生
が
参
加
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
を
開
催

 

専
門
高
校
等
の
生
徒
が
，
新
鮮
な
発
想
で
工
夫
を
凝
ら
し
，
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
す
る

こ
と
を
通
し
て
，
将
来
の
技
術
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
目
指
す
，
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
（
兼
第

２
２
回
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
宮
城
県
予
選
会
）
を
開
催
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
兼
第
２
２
回
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
宮
城
県
予
選
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
１
日
（
金
）
１
１
：
０
０
～
１
６
：
０
０

 

会
 
場
 
黒
川
高
等
学
校
 
体
育
館

 

日
 
程
 
午
前
 
競
技
１
～
２
回
戦

 

 
 
 
 
午
後
 
競
技
３
回
戦
～
決
勝
戦

 

結
 
果
 
優
勝
 
米
谷
工
業
高
等
学
校

 

 
 
 
 
※
優
勝
チ
ー
ム
は
第
２
２
回
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
の
出
場
権
を
獲
得

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

１
２

 

 ○
宮
城
県
代
表
と
し
て
３
チ
ー
ム
が
第
３
４
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
に
出
場
 

第
３
４
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
「
東
部
メ
イ
ト
ジ
ュ
ニ
ア
」

【
男
子
】（

塩
竈
市
），
「
迫
愛
会
ジ
ュ
ニ
ア
」【

女
子
】（

登
米
市
），
「
住
吉
台
ミ
ラ
ク
ル
レ
モ
ン
ズ
」【

混
合
】（

仙

台
市
）
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
１
日
（
金
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ

 
第
３
４
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
全
国
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
１
３
日
（
水
）
～
１
６
日
（
土
）

 

主
 
催
 
（
公
財
）
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
，
読
売
新
聞
社
 
ほ
か

 

会
 
場
 
東
京
体
育
館
 
ほ
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

 










